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昭和35年

本年より国体に少f1ミリ)十が加わり、東

海北陸ブロック予選会が実施された。

少年男＋Ｌ級で山内一台が優勝。

昭和36年

第16回1却体に成年ﾘ)7.Ｍ級で布川邦犬

が優勝。

昭和37年

第17回'五１体に成年男ｆＬＨ級で而川邦

夫が優勝し、世界選手桶大会にⅡ本代

表選手として参加。本協会としては初

の海外派避選手である。

昭和38年

9K%(オリンピック大会をIiiiにして本１１Ｍ

会理事奨中村ifiがⅢ本遮乎lil1ヘッドコ

ーチとして選ばれ、年'111の多くを及川

合宿練習に参加して、１１本代表選手の

競技力IIul上に寄与した。米fF座金lIIilM

校総合体f『大会が岐阜II1jz岐iIiでllllIIli

されるのに対して、本Ⅱ1からも大会ＮＩＩ

傭のために全塒投徴、その他大会述憐

について協力をする。

昭和39年

東京オリンピックの年、本餓技は三宅

義信選手の金メダル獲得により、醜技

に対する理解皮、艀及､iで大いにアピ

ールすることができた。また、参加避

手全員が入賞するというii1WHが、他の

敏枝柧目に比べ、今後の競技）jのIi0j上

普及事業に役立ってくれた。岐叩lI1で

開催された全国簡校総体には本Ⅲ役Ｌｌ

も多数参力Ⅱして、盛会樫に終ることが

できた。

昭和40年

第20回[却体が岐｣iLlIl土岐市でI}ⅡＩＭ・本

県からも多くの競技役、がこの大会の

迎営に応援参加した。

昭和41年

第２１回剛体成年ﾘ)子100kg級で村松繁

が優勝。

｣Hl1耶焚｢１１村洲が愛知111体両協会､１１１１｢に

就任、従米からの社会体frのilt製`Niと

競技の発展のために幡広<活珊し、１１

本協会の競技会責任着として常に大会

運営に努力した。

節８回国体でＬ級平賀利夫が本県選手

として初めて全国優勝をなしとげる。

昭和29年

東海地区への競技の轡及が全般的なレ

ベルアップにつながると考え、この年

にＪＩＬ賀利夫の友人である岐卿１１｣:岐市

の安鰯昭久氏(1M岐阜県M1会IKill会蛙)宅

の腿、土岐市駅iijj広場でデモンストレ

ーションを行い、岐阜県での競技斡及

を図ると共に協会の設立発足に協力し

た。

昭和31年

三nuRにも協会をと、当時大学生で愛

知県で遮手としてiiFlllilしていた村、柳

太郎(現三爪県協会Ｍｌ会焚>とともに協

会設立に向けて活動。規約の作成、諸

手続について当時の三重県庁職貝舘義

夫氏の協力をいただき三XtIHに協会が

股立されることになった。併せて、悪

年輔121m１１１１体がIiillul肌でllIlIuされるこ

とから、愛知1Mで選手として橘翻して

いた平賀利夫が自分の郷里筋岡県佐久

間町へilMI)、地元の有志を集めて静岡

県協会を設立、その記念事業として、

東海pqIIlの選手を巣め第１回東海四県

避乎梱大会を肺岡1M佐久Ⅲ町でIlH催し

た。

昭和32年

第１２回国体が肺同県桁水市で行われ、

発足間近の飾岡1M協会に協力して大会

迎徴に当たる。

昭和33年

名古屋球場レフト側スタンドの下に中

Ⅱドラゴンズの巡手のトレーニング場

として中11ヘルスクラプがIHI館した。

そのトレーニング場の主袴に理事曇の

中村１Wがあたり、本競技の専用練習場

として多くの選手が利用した。また、

lI11Alの各種大会をすべてこの｢'１ロヘル

スクラプで災施し、多くの愛好希が染

まり、箙抜刀IIol上に役だった。

昭和34年

伊勢滴台風で県内は大被害を受けた。

そのため節14回国体には災害地の復興

に協力することで不参加となる。

<年次別概況＞

昭和23年

昭和25年第５回[副民体育大会が愛知１１１

にてMIIliされるのを受けて、当時ボク

シングの迦乎役、として活剛していた

り'村１Wを'''心に協会がiIl立され、節３

回同体より柔道の避手を'''心に忽造チ

ームを作り参加することができた。こ

れを契機に名古脇鉄iii株式会社の爪役

･藍川1W英を会焚、中村１W理JIF良のljl（

春で愛知県体fi協会へ卯IMIし、愛知ウ

エイトリフティング協会として発足す

ることになった。

昭和24年

来年度愛知県でIMI他される第５１，１倒民

体育大会の迎営要員の養成と競技の辨

及を図るため、商等学校にクラブを作

ることが必要となり、名古屋iIi飢弼鞠

学校(現愛知工業大学名趣商等学校)に

初めてのクラブが発足、手造りのバー

ベルで薇校生の練習会が1111かれ普及活

動を始めた。

昭和25年

第５同国民体育大会を愛lqIlIl名古囲市

の勤労会館ホールでIlllI1Iiした。一昨年

より選手の養成に努めた結果、鉢呂、

吉田、平iHL後蝋の４遮乎を参加させ

ることができた。また、柵助役風とし

て多くの商校生部員も参加して大会迎

営を円滑に進め、大会を成功樫に終了

した。

昭和26年

昨年の脚体をＩ１ｌｌＩｕしたことで協会とし

ての基盤が砿立し、Ⅲなる発展のため

に高校･大学にクラブの役立等を働き

かけた。名古屋市中区の柔逝塒「織風

会」の協力で、バーベルを備えつけた

練習燭をIlII般することができ、避乎の

競技力向上と共に競技の梛及に努めた。

昭和27年

会奨に盛川１W英の後盟でやはり名古脇

鉄逝株式会社の加臓雛鰄を迎え、Ⅲな

る発展を願い結束を壁める。

昭和28年
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昭和42年

第22m国体成年男子75kg級で三袷定広

が優勝。

昭和43年

第19回メキシコ･オリンピック大会に

三輪定広(橘古屋鉄iijOが初めて本ＩＩＬか

ら代表選手として出場した。第231m国

体60kg級で加藤正雄、100kg級で村松

繁が優勝し、団体第４位となる。

昭和44年

第24ｍ同体はH1体節６位に終る。

昭和45年

第25111|国体成年ﾘ)子67.5kg級で加藤正

雄が優勝.加藤はジュニア日本記録を

６０kg級と67.5kg級２階級で樹立した。

昭和46年

第261回l国体成年ﾘ)子82.5kg級で角南保

が優勝。

昭和47年

第20回ミュンヘン･オリンピック大会に

加藤正雄が出場。この年の国体では成

年男子67.5kg級で加藤正雄、少年男子

52kg級で平田薫、６０kg級で西村勇夫の

３名が優勝し、団体第３位と活畷した。

昭和48年

この年から従米本服技の３種Ｈのうち

Ｐ競技が廃止となり、ＳとＣ＆Ｊの二

種目となる。

第28回国体成年男子67.5kg級で加藤正

雄、７５kg級で角南保の２名が優勝した。

昭和49年

第301mⅡjil体が三jltlWU山iIiでI1U催され

るのに仲なって、事IiijのIⅢI1jiilA傭のた

めに本1Mより役貝が各種リハーサル大

会等に協力参加した。

昭和50年

第30回国体には成年男子75kg級で角南

保が優勝。本大会では本県から大会迎

憐役風が協力参加して盛会棚に大会を

縛ることができた。

昭和52年

本県で初めての全日本社会人雑実業団

選手権大会を、愛知県体育館において

開催した。

第32回青森ﾛ体の成年男子75kg級で角

南保が優勝。

昭和53年

第33ＩｎＩ長野国体の成年男子56kg級で揚

地保雄、６０kg級で加蕊正雄、７５kg級で

角南保が優勝し、団体第２位となる。

昭和54年

地元打古脇で1988年オリンピックをと

鋳致連動が商まり、その一環として19

81年(昭56)に名古屋で国際大会をIMIlji

すべく準備をすすめ、アジア選手権大

会を開くことに決定。

地元協会を'''心に県･市教育委員会で

昭和56年、鰯13回アジア迎平梱大会82,5kＢ組衷鯵式

アジア選手権大会準備委貝会を結成し、

会場の決定、宿舎の確保など競技会開

催にIfllけて準備に入る。

第34回宵崎|却体で成年ﾘ)Ｔ･75kg級で角

I肘保が３巡勝、少年ﾘ)子56kg級で｣t谷

川博一が優勝し、団体３位となる。

昭和55年

アジア選手権大会に向け、日本協会の

指導のもと地兀行政機関とも連郷して

実行委員会を設立。名古屋オリンピッ

ク実現にlIllけ各方Ihiでの淋備に入り、

会場として愛知111体育航力狭疋さｵした。

昭和56年

８月14日-19日の４UlHIにわたり、第

13回アジア選手権大会をUIl催。参加国

12ヶ凶、役員、選手、約250名を迎え

世界連盟のショードル会焚、アヤンェリド

瀞局長にも米名してもらい、名古瞳で

のオリンピック誘致巡釛がこの機会に

強く進められた。大会では56kg級、U1I

lIilの典選手がＳで126.5kgのⅢ界新胆

鰍を勘立するなど、人成功に終ること

ができた。】(海各1Mからも多くの役ｆｌ

に凶際太公の経験をつんでもらうため

競技役員として参加していただき、名

古屋オリンピック誘致juiijlの一つとし

て役立った。

昭和57年

第２代金jtllI蝿雛鯛が忠逝、節三代企

及に中村洲が枕ｲI;する。

昭和58年

全国高校総合体育大会が全図で初めて

全館冷居設備の整った名古膳市藤橋ス

ポーツセンターでlIINM1し、参加した役

昭和58年、全国寓較錯体で参加適手を激励される且太子･妃殿下
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判定後瞬時に電光表示するシステムを

Ｍ１発し、観客の皆様により－１０i水賎技

を理解してもらうのに役立った。

また、大会期１１１１中は地JLIMU器の溌地を

ＰＲ、ふれあいＬコルでは地ﾉC神'腋のき

しめんの提ｲjIiなど、彼技公とJ1§に参jlII

役只･選手と煎戸市民の多くの皆棟と

の交流ができた。

催した。

平成３年

３年後のわかしゃちIRI体にむかって、

協会は遮手の強化JIF乗、大会役11養成

ｊｌｌ業、地元瀬戸I1iと迎柵しての会期縮

備等、協会役11の分111作業も多くなり

協会役貝の析動に柵性化がみられた。

平成４年

本年度の不業のしめくくりとして、第

８ロ全Uil商評学校巡抜大会をわかしゃ

ち図体の会塒である瀬ﾉｰ'巾体ffliI1にて

ⅢⅡ１Ｍした。地jd瀬ﾉｰITIiのItMmもあり、

風体の11k術のためにもｲi益な大会とな

った。ilT氏にも多数参加をいただき、

本大会を目前にして大成功裡に終るこ

とができた。

平成５年

第49回わかしやち１K1体のリハーサル大

会として全Ⅱ本社会人･爽典ⅡI･マスタ

ーズ.女子腿念大会を1ⅡlIli･全国よ'）

今までにない参加避手があった。選手

の宿泊については心配をしていたが、

瀬戸市内の各施設等の協力もあり、ｌｆｌ

体にＩＩＩＩけ万全の受入れ体制で鴎むこと

ができた。地元爽行饗f1分のiii柵によ

り、３[lllI1に丘る大会巡憐はすべてｌＵｌ

調に進めることができた。

平成６年

第49回国民体育大会を１１Ⅲ１Ｍした。この

大会で大会史上初めて１１k新の遮光１１ルパ

板を２会期に投侭し、コンピューター

作1,1による避手氏名、所凪、体爪、故

技jltfHL柧目別肥鰍、TilUflWI;を拭技

貝、遮手の皆様から名古屋の暑さを忘

れて賎技に１Ｍ'できた大会として好評

であった。

この大会岨へは２，月に型太子･妃両

殿.「のごIIulIWをいただき、本競技をご

鋭職いただいた。参加逆手には強く印

象に弧った大会であった。

昭和59年

本年度Ⅱ本で１１１Ⅱ１Ｍの１１鯨ユース大会が、

地元の遮乎が全１１１総体で優勝しＨ本代

表にも巡ばれ、禍TIi厭市で11ＭiしＵ鯨

ili国の純粋に役立った。

昭和61年

１月191J会及'１１村澗急逝。愛知1M体fｆ

協会副会焚･競技委員技として永年体

育協会発展のために貢献があり、ご霊

前に愛知1M体育協会より特別功労承が

おくられ、l11IAl外の多くの体fflHl係者

の兄送りを受けた。

第４代企及にはH1会災であった稀木信

樹が就任する。

昭和62年

第４２回沖繩同体の成年郷子56kg級で古

賀丈士が優勝。

昭和63年

第３１，余Ninj等学校避抜大会を名古脇

巾総合体ff館でIⅢ伽した。

平成元年

本年より中学生選手の育成を始め、全

国中学生大会に退乎４名が初参加。

平成２年

節２回全国中学生大会を平成６年に[珂

体IlIlliiが決まった瀬戸市体ff館にて１M

<現役貝〉

会焚青木個樹

MII企及小池澄

卵ｊｌｉｌと野牧一雄

副理平奨願肪宏和

理事(総務委員腱）

〃（強化委員長）

〃（審判委乢氏）

〃（伴及秀111ｔ）

安島将門

高橋力

平野治

栖本宰之助

吉田克己

金子定広

坪井貞憲

波多野孝臣

柳原義祐

新井谷秀夫

松尾浩二郎

栢本繁明

入江紀夫

岡村匡喜

佐藤功

加麗正雄

中村姻二

海野随

粕谷康博

山室哲男

〃（総勝）

〃〃

〃〃

〃〃

〃（強ｲﾋ）

〃〃

〃〃

〃（審判）

〃〃

〃〃

〃（jMf及）

〃〃

〃ノリ

ＷｌｉＪｌＩ

〃
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畝三重県
塵代金且

初代墹山英一（昭和33年～）

筋２代村田捨吉（昭椚１４１年～）

第３代石弁彦一郎（昭和45年～）

節４代服部修（昭和52年～）

第５代村田柳太郎（昭和61年～）
（代行）

第６代水谷嫌司（昭和62年～）
平務局〒519-01＝、県亀山市本町1-10-1m山猫写字校内

森浩之TELO5958-3-4560

仙人賞と協会のスタートに花をそえて

くれた。

昭和37年

来梅IIlIIlウエイトリフティング選手権

人公でFe級平野行伯優勝する。

昭和39年

初のⅡＩﾀﾄ大会として第７IDpl〔梅ljIIlMウ

エイトリフティング避手柵大会を、伊

坊Iljの1M満体fi航でllIl催。

三jlinWi輔学校に県内初のクラブ活動の

発足、MjiII1田ＤＩＩ公治。

昭和40年

三in水lnhni杖に２校Ｈのクラブが発足、

MlllIIlbl41ul一能。

昭和41年

第1回三11t県ildfk会を四日市市公全党

にてIⅢ催し、６階級に20名のエントリ

ー、今て高校生であった。

第131,,1余EMi核総体(汁森1M黒石iIj)に、

三1K,舟校チーム４名初出｣鰯する。

姉201Ⅱ1111体９１〔海北付趣９１Mブロック商

快人公に初IlM&(IWi）|:県坂井農業満枚)。

三jlilIlbL体育大会の得点種目になり、

il1新IIJ小学校体育館で開催する。

昭和42年

節１１１１１三iIiHLimj核大会の１１１１催、三Iu1Hi

佼、三1K水巌刑校の２校で水雁で英施

する。

昭和43年

_上野i1M校阿山分校３枚目の部活動、平

岡一能転勤により朋始する。

昭和44年

三１１tⅡliili体迎に加盟し、全EIiHl体巡ウ

エイトリフティング部部会に賎鰍する。

〕Iq繩i枚総体を111ｐ市市中部西小学校

でI1IlIIl1する。

第2411'|団体来海北信越９１H高校予選大

会でFe級稲森守が初優勝をする。

昭和45年

4812余lIil7Wi佼総体、５０年三正国体にＩｌｉｌ

け協会の新体制を取り、会焚にjfijl:彦

一郎、ＨＭＭとに平岡一一能就任。平岡は

凪IllilH枚に鯰IMIする。

束梅iiii技総体団体初優勝を上野阿山分

満がする。

昭和46年

mIliIiIli央兀災ipi枚が部活動を１１１１姑、

MliIlI1淵城基吉。

第８M余日本社会人大会でＭ級鈴木浩

司(東芝三iIt)優勝する。

昭和47年

mIllH)i枚、ulpIljIll火工業高校に、練

習塒完成、共に11ｍ×18ｍ・

日生学IR1iWi枕、加藤仁のもと部活鋤を

Ⅲ始する。

lWib余miWi枚総体Ｆ級上、稔(亀uIiWi）

チャンピオンとなる。

昭和48年

､１２ルーlIi、紋11としてIu山iili枕に勤務、

jiY271qD11It界逆手樅に出場し』３位。全

l副商佼総体をIlIIIllA団体l減亀UI高３位、

四中工７位。個人でF℃級近蕊信明が優

勝する。東海国体高校ブロック予選の

結染柳川｣ルとなる。

三爪[刈体に1(iIけ、強化スタッフカ独走。

少年酷ff･ifl城雑沓、コーチ･加旗仁。

成年鴎ｲﾁ･｣と崎Wf、コーチ．ｍ代正広。

避乎は少年成年共候補選手として、合

宿神を組み入れる。

昭和49年

平井一正、節５回ソ111友好大会にてＦｅ

級優勝、Ｓ126kgの11t界折肥録を樹立。

またiii7IjiIアジア競技大会で優勝とJ

l55kgの日本新ild鰍樹立。

111【後の凶作ブロック予選で少年優勝。

茨城[却体では団体４位となり初の天皇

杯得点を手１１１に納める。Ｆ紙上田捻(中

川(大)Jrllt界祈妃鍬樹立。

1M腿体ｆｉ大会を1列体伺槻のシステムに

て爽施。

ＩＭｌｉｉｌ余llliWi核総体ＭＨ川北訓夫(四中工〉

２位、１１)1に同体リハーサルを兼ねて、

全【１本社会人大会をⅢ催。

昭和50年

ljqIITI7011災Ｌ巣iHlj核がすばらしいiili鋼

をする。！〔梅総体１１１体優勝、全国総体

１６１１体優勝(lIljﾙ材'１，林常悲、椎葉111ﾘI、

別所腿一、山`１０卓、森一案)、三m国

体総合優勝、少年優勝成年２位(成年

メンバー１Kル、平ＩｌｌＬ鈴木、佐露)。

〈沿革＞

笹会創立以前

潴城大学陸上部に席を潰いていた村

111柳太郎が、ウエイトリフティングに

伝Ilil、卒業と同時に家業の旅館、AjIil

股を継ぎ、［l宅の一寵をWlIl練閥｣ルと

して川放する。

pqIliIi近鉄駅ｉｉｉの至便なところだけ

に、芯叩jm学の学生や市内で働く勤労

WfHFの良きオアシス的存在の場所であ

った。

特に初めのu(はウエイトリフティン

グのみならずボディビルを愛好する巷

６多く、いつも麟笑の絶えない10数名

の家族的な若肴の社交場でもあった。

協会創立に至る経純

川棚31年に協会が発足し、その年か

ら1M腿体育大会の公IlIl競技の一棚ロと

して行llli1iをOJi11IRした。

ljqIliIiili、上野iIT、桑名市でのバー

ベル愛好打による献身的な準備、競技

迎澱、熱のこもった試合で、県体育協

会役、各位の好評を得たことと、昭和

32年には本県初の111体選手、椋樹立芳

(Ｂ級>、村Iu柳太nlI(Ｌ級)、監ff典、

久一郎がlWIHI1に111M）した事が、三jluH

体何協会への正式加入を決定づけた。

〈年次別概況＞

昭和31年

村、柳太郎を中心に、愛好者が巣い初

練判をIMI姉、練習場は村11l宅の一寵を

利川する。

三HUM災体育大会の公IlIl競技として、

jiy101ul大会に参加した。

昭和32年

IiillUIl剛体に一般男子初出場する。

昭和33年

11本ウエイトリフティング協会、三llt

lI1体育協会に正式登録を行う。

会奨にjIiIII英一、理率及村田柳太郎を

IIOL､にうぶ声をあげる。

第12111ＭG分国体Ｌ級鈴木浩司選手が６
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２位、』．Ｔで３位入賞。

第１[､アジアJr選手椎大会、前田修二

（ｎ体人)参力Ⅱ。

第１[ﾛ1余Ⅱ本マスターズ大会で、鈴木

(東芝三jIt)が優勝する。

昭和59年

奈良[jF1体で少年の新ｌＩＩＬｊＩ:上、樋口が

入賞する。給水はマスターズ２連勝す

る。

昭和60年

石薬mIimi枚、Ｗｌ:のもとクラブ活励を

Ⅲ姑。

川取'五1体でiiiim2位、黒川稚司５位、

四ｿﾞl:克明６位人質。

マスターズ大会で鈴木３連勝。

昭和61年

北海j11余ＩＭＩ商校総体、行延兜がｓ１位、

Ｔ４位。小川公士S･Ｔ４位。

111梨１１１１体で''0村斉、ToiⅡ1茂、IiijlⅡ修二、

Ⅲ川雅DiIの成年全L１人賞。

昭和62年

東海ii】i枕総体で四II1T高が７回目の優

勝をする。

会IH1苅校選抜人公で111神補鵬(ＩＨＩ中兀

商)が３位人賞する。

昭和63年

共111(令囚１１M校総体でIIqO1i工i研校が団体

４位。ノＩＨＩ兄Ｓ1位、小林尚徳(亀111）

３位。

〕;(Ilil剛体にrinlS．Ｔで２位、伊藤可Ｓ

５位ｊ７位。また、今１，１女子選手術、

|盃1体,lC念女子大公で１位と．ｎ１ＩｌｌｌｌｌｌＹｉ

(石薬、j｢＃j枚)が本111で初の久子リフタ

Ｏ

平成元年

２人Ⅱ女子リフター小平鰹代(石薬師高）

が全1雨l久子大会で３位となる。

四日市中央エ璽面枝、昭和50年会回廊較鞠体優脇

何年もIiijから触備、強化をしたが優勝

にはあと一歩の状況の''１で優勝でき、

今迄の苦労がよき思い{Ｂとなる。

第35回全Ⅱ本選手柵で平井一正、佐鱒

が共に優勝する。

昭和51年

四niIiIll央工乗i:ii枚、〕Iq毎総体剛体２

迎勝。また跿野全国商校総体団体蝋優

勝。第２１回モントリオール五袷Fe級

平井一正３位。ii1i2ID1JrlIt界避手術に

別所llE-が出｣山、コーチの平岡一能も

参加。

佐賀国体団体２迎勝。また平井が、Ｓ

127.5kg、Ｔ282.5kgの日本新紀鰍を樹

立する。

昭和52年

四１１市中央工業iWi杖、束ilii総体[Ⅱ体で

３年迎統優勝、〕l〔海ihi体迎より我彰を

受ける。また、岡1111Ⅱ全ljililIi枚総体で

もＮ１体で地優勝する。

第37口金11本逆手樅大会67.5kg級で平

井Ｓ135.0kgの日本新妃鯨を樹立する。

青森国体、団体で３年迎統優勝、少年

のメンパーギＩｌｌＨ、中村、鈴木。

昭和53年

四｢lifiIlI尖工業商校が肛梅総体団体１１ｍ

で３年巡統優勝。

第38回会日本避乎棚でＤＭ:Ｓ137.5kg、

Ｔ307.5kg、Ｈ本新記録で優勝。

及野国体少年、総合共４位。少年の部

で浜、優勝。山形全l｣l商校総体で四日

市'１１尖工業商校、４位、３位と内容差

敗け。

昭和54年

ソ迎国際友好大会に監粁平岡、避手，１２

弁が参加する。

東海総体で四011工商核が５年迎統優勝。

また、兵庫全国高校総体では団体２位。

昭和55年

東海総体で四中工高校が６年巡統優勝。

昭和56年

雛13分l珂商枕総体にて、朔がlookg級

で優勝し、Ⅱ範ユース大会に参加する。

昭和57年

鹿児島全国高校総体にて亀山iii6校が団

体２位、個人的には森浩之優勝。古田

茂、桂山浩治、舘義浩等が３位内人徹

する。

ロ神ユース大会に森浩之(luIIIiili)、ｉｉｉ

義治(四１１１兀)。平lUI1-能監料、沿城雅

吉がコーチとして崎]iIM大会に参力IIす

る。

昭和58年

会|劃同校総体で古田茂優勝、iii鍵iHiS

モントリオール･オリンピックＦ０級３位の平井一正
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iinll全[副iiii枚総体、愛知国体で古市毅

(四IlU工)、iii田和樹(亀山)、岡田豊和

、薬師)等入賞。

余日本遇fllii(福崎)、伊顧随行がＪで

優勝、Ｓ･Ｔは２位。

マスターズで鈴木浩Djlが３種ｕ共優勝。

KHIlI康文がＪで優勝した他．田中、艮

崎、岡本等も入賞。

側体紀念大会でIili賀哉子、松宮紅美忠

(共に石薬師尚)が３位入賞。

全国巡抜で加藤総志(四'１】工)が３位人

徹、女子松宮が２仙人賞する。

１１協会の生みの親である村、柳太郎が

60戯の通貯に成年の選手として参加。

また、協会からの記念のコスチューム

で頑扱った。

平成７年

mlIIiWi核に試合塒完成する。

JrlMlL辿乎ｲ１１１にDII川1M山(１１１航大>がｌＩＩ

ｊﾙ。

今ロ社会人(広局)で、楠直幹が優勝。

IHfbl却体に成年の部中川貴経･卓也が、

本県初の兄弟で出場し共に入賞。

第１１m東海iWi枕遮抜大会を愛知県で開

1111．今後４県持ちまわりでIMIIIiする。

〈現役員＞

会碇水谷厳次

liリ会奨村田柳太郎森川典春

平岡一能

ｊＷｌＪＩｌ災培城甚吉

MIHMi災長崎洞

常任FMJI（加脇忠明岡本文柳

田城正広後藤繁夫

豊田康文平井一正

黒川雅司松本良由善

協会の生みのｍ･村田柳太郎氏

凶選抜服部Ｓ２位、鈴木Ｓ３位Ｊ７位

Ｔ４位で県の優秀選手賞を受賞した。

平成５年

東海総体で石薬師満校が団体優勝。栃

木翁同iHi枚総体十99kg級で$ＩＤ川';(IL(ｲｉ

薬師ilH)Ｓ２位Ｊ３位Ｔ２Ｉｉ〔、＋99kg級

１１１西賢次郎(同)Ｓ５位Ｊ８位Ｔ５位。

全Ｈ本マスターズ(愛知)、お隣I)の１Ｍ

でもあるので少しでも盛大になればと

今迄の間で一番多く出場した。入質の

避手は以下の通り。

HIlIll服文、lljIlj光り)、ｊｂⅡ蝋忠ﾘﾘ１，１ｌｂl本

文仰、Ｓ優勝の及崎淵。

今回撰抜(茨城)、llII1mKll和(石薬師)ｓ

４位Ｊ２位Ｔ２位に入賞する。

平成６年

平成２年

東海高校総体でluIu商校が剛体優勝、

２位に石薬師iWi杖と、三mmM坊頑強る。

今Iiil女子大会でｲi竹典Ybが６位、小izII

久災が４位(共に石築師商)。また、脚

体紀念杯では有竹３位、小１回１４位。

平成３年

協会fiIl飯35周年肥念ﾘﾄﾞ業を四日iIi部ホ

テルにて冊催、協会に功績を残された

方々、全同大会で３位までの避乎･監

粁･川体74名の我彰とilU念踏を苑｢11．

式典は米資、柵待廿および会flとで嘘

大であった。

平成４年

千葉'11体、鈴木純平Ｓ３位Ｊ８位、服

部iWi明Ｓ５位(共に'1q中正)に入賞。全
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歴代会艮

ｌ１１代前田仲一

輔２代安井潔

姉３代安繭南

第４代大野嘉久

第５代木村秀雄

第６代安藤昭久

第７代福井不＝男

⑰岐阜県
(昭和27年～）

(IIil和32年～）

(IIH和34年～）

(昭和35年～）

(昭和37年～）

(昭和59年～）

(昭和61年～）
事務局〒509-51妓早県土岐市土岐麹町土岐ロ土岐商顕面等学校内

小栗和皮TELO572-54-1291

会期とし、協会役員.遮乎を中心に地

元の協力を得、決意も新たにした。

昭和37年

第20回岐ＪＮ却体にI(j】け、県体育協会の

組織の充実と競技力I(Ｉ上に,(,,けての施

嚥がなされ、強化姿１１会が苑),Lした。

本協会はｌＩｌｉ杖避乎のfi皮こそ急務であ

るとの総意から、拙井不二外が委員に

就従する。会場地である土岐市を中心

に、協会の組織充実を脚るべ<市当月

との話し合いを皿ね、「h会議貝である

木村秀雄を会及に選什,、ｗ『たに体制を

かためるに至った。簸技のjlvl1,,束とし

て、火ﾙ(よりⅡ'’'１雄氏を迎え、協会の

資質と競技力のＩｉｌｌ上を因る。

昭和38年

''１央協会との接触、審判技術の修得、

競技迩営の研究を進め、同体選手を獲

i1けるために各大学との交流をすすめ

る。IIIIl[R'Ⅱxでの人質をめざし避乎,ｻ，

を送る。

商体巡が強化樋目校として、土岐商と

ｌｌｌ京IlTiの２校を決定。また、新たに岐

阜束商と12岐商にクラブを設立した。

昭和39年

企愛知･令岐'1い打城入学との大会をⅡ１１

(1M．

昭和30年

第l0I1ul神奈川[R１体に初参加。Ｆ級、Ｂ

級、Ｆｅ級の３階級にlIM9。

第’1,1〕I[梅'11111大会(lViIOdlllL)に参力Ⅱ。

B日和32年

会及に安井潔、理1i腿にﾊﾞ野命吉が就

任、餓技辨及と指導に安藻昭久が当た

った。

昭和33年

iiVIlIlIl1Ⅲ伽の企lK1011i枕総体に1:峡iili業

側i杖が本IⅡより初11M』した。また、Ill

IAlで｣:岐il1小学佼体f『航を会｣ルとして

姉３１Ⅱ1)lq雌ljIIIIL大会と鋪６１i1余峡111.

余愛知大会をIⅢ(1M．弱小協会であるが、

対外試合等により成来を炎わしてきた。

昭和35年

新公災に大野斑久を迎え、iIIl紬の充災

とliji技ﾉ｣向1%にﾉﾉを入れる。その跡一

歩として、ｌＩＭｌ:土岐商業ilIi枝で11;式に

クラブ活仙が発足した。

岐llUMとして、昭和39年に全l到商杖総

体、そしてＵｌｌ和40年にロ体をⅢI(１１Ｉする

ことが決まり、本協会として土岐iliを

〈沿革＞

鰹今創行､以前

昭和26,27年頃、土岐市で安蝋昭久

を中心に数名の粉が名古屋市まで見学

に行き、愛知1M協会より競技方法や技

術報の指導を受け、Ｐ、Ｓ、Ｊの三祁

目を知った。当時、器具もなく、鉄樺

にコンクリートを固めて作ったバーベ

ルを使用し、安蕊の自宅で始めたのが

本県のウエイトリフティング餓技の巌

声となった。近隣の特者たちが興味本

位でやりはじたのがきっかけとなった。

協会創立に至る経純

昭和27年、前、仲一を会長とし、安

蝋昭久理事長、安藤春三がBIO心となっ

て土岐市ウエイトリフティング協会を

６１１立、IDjI時に岐阜県ウエイトリフティ

ング協会をiiI立した。J1(務問を土岐iIi

泉町の理JIF艮宅にi没慨した。

昭和29年、１Ｍ体育協会に仮mlMl、liiI

年より県民体ff大会にオープン参力Ⅱ<ＩＩＢ

和29年～36年)した。この年、日本ウエ

イトリフティング協会に加lM1、昭和３７

年に1M体育協会に11:式加llllL、ⅡＩ民HH

fr大会にjH式参加となる。

〈年次別概況＞

昭和27年

土岐市協会を結成し、同時に県協会が

形のうえで設立された。前田会奨、安

藤理]ＩＣ良によって、県民にウエイトリ

フティング競技を挫及するＨ的で、勝

者たちを染め指導に入った。形のうえ

での協会であり、資金もなく愛好者の

集まりであり、器具や練習設備もない

状況であった。

昭和28年

岐中て刊Ⅲ&初の大きな大会として今愛知・

全岐阜の競技会をI1llIiiした。

昭和29年

県体育協会に仮加盟、日本協会に加盟

する。これを機会として試合を多く開

催し、辨及に努めた。 館10回神奈川国民体育大会に初参加した本H1選手団昭和30年
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土岐市に国体実行委貝会の結成をみて、

市奨二宮安徳の協力により「巾技」と

して行成強化を図る゜

この年、とI:岐T1ibLセンター(下石町)で

分IHI商校総体を1ⅢI1ji、土岐IIH商が総介

５位に入賞。〕I〔梅北陸ブロックの国体

下選をlii1会M1にてIIIII1K・

新潟国体にて、地元出身のＢ級鈴木孝

臣が初入賞する。

11体協、全Ifl商体迎の術呼の下、土岐

市が[副体へのムードを一li1Hilぬた。

昭和40年

「第２OIpl岐阜111体を成功させよう/」

をスローガンに土岐商.土岐商iiilの生

徒達、そして各１１Ｉ係団体が一九となり

本番に望んだ。また、第１２回全NiWl核

総体(大分)において、土岐miiniが総合

でｉＩｌｌ優勝、{181人ではＬ級小野、Ｍ級小

libが優勝。このiMllLい結果がl刊体への

勢いとなった。

国体においては、天皇･皇后両陛下を

土岐市民センターにお迎えし、市腿一

同感激を極めた。その-k、競技成徽は

総合優勝と、（Ⅲ人では優勝を縦DIIに全

&1人徴という金字塒を打ち立てること

ができた。これも過去５年IU1にわたり

避手強化を血みどろになりやり抜いた

結果である。まだ浅い県ウエイト協会

の歩みの中で、兇nlI、歴史に洩る立派

な活職をし、大成功と絶溢をはくし、

これを機に岐中.強し、ＩＦ1体迎統入賞、

１１t界に雄飛するし、しずえを築くことに

なった。

昭和41年

'11体の大成功がウエイトリフティング

の－剛の?＃及と協会の充実につながり、

文部協会も結成を兄た゜

大分|叫体で兄'１i４位入賞をした。

昭和42年

岐阜支部協会の結成。埼玉国体に４位

入賞。特記すべきは高校選手の活踊で

ある。商校団体優勝、個人でＦ級安藤

随行、Ｂ級安蝉継吉、Ｌ級１０ｍ高広の

三逆手が優勝した。

昭和43年

二I:岐市民センターにおいて、全日本選

手権大会兼メキシコ･オリンピック予

選大会をIIIi催した。

細井同体総合で邸優勝を収める。高校

迦乎、安噸(陸)･安膜uIIOの両逆手が

２年巡統で全|叫商枝総体と|叫体llill覇の

仰業を逆しとげる。

昭和44年

及崎国体において、安膜(謙艸小野の

優勝により７位に入賞。高校ブロック

大会に敗れる。

昭和45年

剛体プロックーチ巡に勝つための１１m枚避

乎強化をlXlる。岩手国体において、総

合３位の入賞。また、小野･安藤両選手

が【１本代表として国際大会に参加する。

昭和46.47年

剛体において、３位(46年)、６位(４７

年)の入賞。ｈｉｌ体にて８年巡統入賞と

いう趣しい成績をあげる.

ミュンヘン･オリンピックにFe級安蝋、

Ｌ級小野(８位入賞)の両名が出柵。ま

た、Ｂ級安薦は１１上界避乎梱で２位とな

る。以上の成縦は、岐ｊＮ剛体からの成

果が大きく実を結んだものといえる。

昭和48～50年

中田･安藤の両名が高校教貝として採

用され、選手の育成に当たることとな

った。競技成繍については、優秀選手

の111外流出によ')、またＮＩＩ校避手にお

いても弱体化がみられるようになった。

昭和50年～63年

県体協の方針により、艇期強化１１１．画の

もとに、本協会においても活動拠点の

施設設備、指導者等の充実に努力をⅢ

ねることとなった。

普及而において、7,校クラブ活肋の充

爽と優秀避乎の苑ｲMに力を入れること

によ')腫辺の拡大を図り、イ併せて支部

協会の結成を図る゜

この10年Ⅲでは、戸松、小栗の両名が

luI本代表選手となり、綱やかな希塑を

もたせてくれた。

平成元年～７年

本協会としての強化努力が友われず、

一流避手を育成できなかった。

ソウル･オリンピックに小栗(６位入

賞)、戸松の２橘が参加、活翻してく

れたことは、県内のリフターにとって

蝿しし､ことであった。

協会役風、桁騨稀においても少しづつ

ではあるが、新しく芽を出しはじめ、

支部協会や商校においても変化が生れ

てきている。

平成12年全国商校総体が本lMIlIl(1Mと決

定したことが刺激となり、本1Mのウエ

イト協会の苑腿とトップレベルの迦手

育成をI】標に、協会役風及び'1M係踊氏

の協力と掻助を得て、ウエイトリフテ

ィングの－肘の発展に努めている。

〈現役員＞

会長祖井木二男

Ml1会茂安鱒恋＝福島照ＮＩ

田中残夫

理邪及藤岡英機

理卵大橋弘実安西嫌吉

小栗和成三輪和男

中田高広佐々木、明

広瀬勝正屯井茂徳

山村践夫西野利彦館20回岐阜図体(於土車市民センター)本県役員と迎手団
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､滋賀県
歴代会長

初代麗野嘉男（昭椥42年～）

第２代大高道夫（昭和49年～）

第３代木村新太郎（昭和53年～）
事駒局〒520-02逆賀県大津市本堅田3-9-1県立堅田猛辱学校内

中足久TELO775-72-1206

の後簡校の指導者としてilIiBilL、現在

本協会の理JIM芝としてその職責を果た

している。

この年の佐賀国体には、堅田高校１年

生の西川漉吾が初参加するとともに、

自らも67.5kg級で本Ⅲ選手として初の

７位人賞を来たした。翌年、大阪商某

大学を卒業した佐藤幸雄(放人)が木村

機械建設工業㈱に入社、また、６０kg級

の学生チャンピオンＩｌｊ京大学の西村功

夫が国体少年組会場地の安曇川蒜校に

赴任、本県のウエイトリフティング界

は節２Ｍを迎えることとなる。

昭和53年

７月に会及が木村新太郎(木村機械処

設工業㈱社艮)に代り、理事1tに槌IHI

昇一(大津市役所)、事務ｌｉＭｔに中村恨

哨(大ilt市役所)と役、が交代、新たに

'１１足、佐藤両氏が理來に就任し、同体

１１M伽にIIolけての協会ＩＭＩ轍づくりを行っ

た。

同体に111けて協会の組繊がある程血盤

備され、一方では強化対策についても

許実にその歩みが見られ、高校におい

ては中尾、西村が指導者として、また、

社会人は佐韓が中心とをI)強化を脚っ

た゜

この結果、昭和53年の縫野'１１体少年の

部52kg級において、堅田高校iiii川荘吾

が優勝し、日本高校新に桃噸するなど

大いに気を吐き、いよいよ隙盛期を迎

えることとなった。

昭和54年

75kg級の学碓チャンピオンlWiIIIHW産が

木村機械建設工業㈱に入社、また、Ｉｉｌ

じく１００kg級チャンピオンの宮下覚(現

堅田高校教諭)が県文化体育振興平業

団に採用され、びわこ国体に向けての

準備も熱気を帯びてきた。

このfIiは、本協会にとってmMlI的なfIH

であった。それは、０１１mのナショナル

チームを迎えてHjln友好太公をIllll蝋し

たことである。本111においては、全ＩＩｉｌ

レベルの大会の開催経験さえなかった

が、日本協会からの強い要硝もあり、

る。

埼玉国体以後、社会人については毎

年国体に選手を送っているが、本県選

手が入賞するのは、なお１０年以｣:後と

なる。

当初勤労将少年ホームには公蝿のバ

ーベルやプラットホームがなく、十分

な練習ができなかったが、昭刊43年、

会艮、理１１圧の努力により、ホーム褒

腿にウエイトリフティング専用の練習

場が完成した。また、滋賀ﾛロ新聞社

から公ＩＭＩのパーベルセヅトがMflW1され

るなど、徐々に純1W卵境が整備されて

いった。

このⅢ１，粁)l:克美をはじめ中京青年

の家の米田久男(現県協会理蝸)の指導

を仰ぐとともに、中京青年の家とも交

流を深めつつ、着々と実力をつけてき

た。

昭和48年

第281111千葉u１体には、Ｂ級で二WUlmijlHi、

Ｌ級で二柳裕蔵の兄弟選手が出塒し、

大いにiWFHnとなった。

昭和49年

１月、幽野会跿が逝去され、新全長に

大間in夫が、MII会1竜に川瀬jELL(堅田

商校校処)、井上Ⅱ周り)(大iｲ1市労政採跿）

が就任、その他の役貝は岡任と決った。

近畿ブロックでは、毎年６月の鹸終ロ

をＨ途に社会人大会が開催されていた

が、昭和49年に滋賀県が会場地となり、

堅ｍ商校体育館でＩｌＩｌＩＨきれた。

本大会は協会にとって初の他府県を含

めた大会であり、兵IIqqの瞳代巡乎が

11本紀鰍に桃11mするなど大成功裡に縛

り．本県'111係稀も競技運営に大いに自

信をつけることができた。

この頃、昭和56年に滋賀lHで国体がIlll

llI(されることが決り、本協会もびわﾆ

ﾛ体に向け、組織の充実と避手強化に

木絡的に取り組んでいくこととなる。

昭和51年

４月、大阪体育大学を卒業したOII尾久

選手が聚lU商佼に赴任し、1,1校のウエ

イトリフティング部のillilMlに就任、そ

く沿革＞

協会発足

滋賀県におけるウエイトリフティン

グ餓技は、昭和40年代初めに、堅、商

校の体行教鋪岩井克英により始められ

た。

堅田商校に続いてⅡ野iii枝、比祇111

高校、草津商校などでもクラブiVimjlと

して行われていたようだ。県民体育大

会等公式競技会や協会設立の契機とな

ったのは、やはり社会人遮乎の饗成が

始まったことであった。

社会人避乎の養成は、昭和42年４月、

大il1市打出浜にオープンした、大il1iIi

勤労青少年ホームのウエイトリフティ

ング講習会が始まりである。

勤労Ｗ少年ホームにおいては、ｉｉｉ述

の岩井克英や京邪府立jll戒聞年の家ウ

エイトリフティングクラブ此の桁噂の

もと、lWiI習会がIINlmされ、その後この

受灘生がクラブを作り、社会人の拠点

として、今Ｕまでその活BIMが引き継が

れている。

社会人の養成とともに協会股立の機

巡が商まり、昭和42年８月のH1民体育

太公をIiiiに、岩井の努ﾉJにより、企

及･醸野HW9l(当IMFⅢ弧会iIilfl)、ＭⅡ会

長･大高道夫(当時大iltili搬会蝿Ll)、

理邪長･若井克美、その他ホーム轍風

が理事に就任して協会が発足した。

〈年次別概況＞

招藍期

昭和42年、第20回lI1bL体育大会に初め

てウエイトリフティング競技の公式大

会が開催された。

会渦は鵬所商校で、参加選手は、商

校では堅IH商校とＵ野間技、社会人で

はホームで純召している巡乎をはじめ、

桶川(日本梢兀)、木村(草il【)など多1M【

をかぞえた。

また、この年の埼玉同体に社会人避

乎が初出M1して、佃聞がＬ級で25位、

木村がＭ級で29位の好成鰍をあげてい

117



国体を迎えるムードづくり簿への配胆

から、本県でﾜ|き受けるとの会焚の決

断がなされた。この納備にあたっては、

企及を旅ljKiにJ1崎I`Ｊ１が一九となって入

会の遮営に当たり、成功樫に雑えるこ

とができ、全１N大会Ⅲ１１mの［IliiをⅡilぬ

るにいたった。

また、liil年の全日本選手樅やモスクワ・

オリンピック選考会において、WWHlが

優勝して代表避乎に決定した。さらに、

1:《輔|則体少ｲ1判においては、堅Illi9i核

の３選手が活IlllL、そのjlRiViiMtされた

90kg級で、山、_広が、Ｉiii年の西川に

続き兄Jlfに優勝を飾った。

昭和55年

西川(法政大学)がモントリオールでＩＩＩＩ

ｌ鵬されたジュニア{１１:界逆手柵大会に111

塒するなど、本1M巡乎は粉々とその災

力を伸ばしてきた。

この年、びわこllH1体のリハーサル大会

として、全Ｕ本社会人避手lii大会を団

体会場である安蕊川町総合体育iWでＩ１ＩＩ

ＩＭした。そして、７５kg級WiiIUlがＳ147.

5kg、Jl80kg、Ｔ327.5kgとすべての

１ｍ[lで11本iUrild鍬を、また100kg級宮

下がＳで150kgのⅡ本新ilC鰍をIiI江し、

本冊への日付を深めた。

昭和56年

びわこ凶体において、巡徴mでは、H

1Ijk好人会や全Ⅱ本社会人大会の維聡

を生かし、無１$成功棚に終えることが

できた。

成績については、成年の部でIjli川、IWi

lII、宮下に、Iiij平木付機械延投1:菜㈱

に入社した揚地で111Rい、結采、柵｢Ⅱ、

宮「が優勝、他の遮乎も上位人償を来

たし、念願の団体優勝を成し遂げるこ

中国1m岳挙迎平団が安母川町肪間(昭和54年）

とかできた。少年の部は３選手ともに

入賞はしたものの、剛体８位内入賞を

果たすことができなかった。

この給来、総合では２位となり、相応

の成紬を蝋すことかできた。

昭和57年～59年

この１１#ju1は、びわこ'五１体の反釛で低迷

した時期であった。国体強化策として、

移入選手により一応の成果を収めるこ

とはできたが、びわこ国体以後を腿望

してiHi枕現場の指弾村砿保を熟慮して

おかねばならなかったが、IjIiiiの強化

大会岬Ｉｉｌｉ･迎桝に追われ、そのIIL点が

欠けていたのが大きな反省点であった。

昭和60年～63年

iiii枚選手のIiiが11kも厚く、特に堅田高

校では部１１３０名余りの大所帯となり、

活況を呈していた。同校に保護者を''’

心に育成後援の組織が結成され、IIB和

63年同校で１１N他された近畿商校遮乎柵

は、金[副大分なみに特孜ステージをjNl

み、保護打･ＯＢを総帥nして盛況な大

会迎営を行うことができた。

また、昭和59年～61年にかけて成年の

部52kg級において西川(1M文体１F業団）

が３連覇を達成したことは特縦にｉｎす

るできrliであった(輔39回奈良、節４０

ｍ鳥取、第41,111梨国体)。

平成元年

iiii核選手の徳IlU1紀之(略、商枚→lﾘIih

大学、元年物故)の活llilが起鰍に洩る。

徳島全国高校総体で＋100kg級で３位と

健闘し、北海道国体では京都の超商校

級選手安田に次いで２位と、ロ己新肥

録をマークする兄jIlな成績をあげてく

れた。それだけにＩｔｉＭｒのilﾄ報に彼し、

哀悼の念を禁じえなかった。

平成２年～４年

この３年間は、安曇川商校が活蹄した。

まず、平成３年は奥村昌利が癖の避抜

大会で１００kg級３位、全国,舟校総体９０

kg級４位、布川n体ではlii]級Ｓ３位と

lHEMMした。この１２、安錘川商校ＯＢの

堀内旗11N('111拍大学卒)が．１Ｍ巾,ＩＦi枚商

業科の教貝として滋賀県に採１１１された。

待ちに待った若手指導折の誕生である。

また、平成３年12月、涜蕊川商校に宿

噸の新練習場が完成した。その滞成ilU

念として、禰村功夫の11卜校である''１Ｊ１（

大学llU係村、またihi枝時代の恩IlI1iであ

る愛Ⅱ鴬大狩Iiii)i枚の商檎ﾉj氏とlIiI枕の

ウエイトリフティング部を拓いて蝋大

に記念式典、大会を挙行した。そし

て、その新練習j》尤成戒後の平成４fIK

■■

十一竜＝唾、－，一宮一一■

昭和56年びわ二国体、滋賀県選手団
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を見せてくれた。久々の若手有望選手

の出現に協会あげて期待をよせてい

る。

今後の腺四

本ⅡＩは協会と商体jluW1n11部が一体とな

ったまとまりのある細微づくりをめざ

してきた。昭和56年のびわこ国体以後、

小世帯の悲哀を痂切に味わいながら、

組織づくり、選手強化、底辺の拡大、

施投の轆備、学卒行の受け皿づくり、

桁導村の養成鞭に取り*I[んできたが、

その成来の赴非はいかんともしがたい

ものがある。符に碕校現賜の指導者育

成が次代のために急務であると確信し

ている。

〈現役員＞

木村新太郎

堀江泉

中尾久

正村英雄

米田久男

西川荘吾

宮下党

飛田高志

木平一巳

深田雅治

会jt

Hリ会艮

理Jll」と

MⅡ理1Hｆ

中村恒珊ジュニア世界週手抱(昭和56年、ユーゴスラビア)での56kg皿･西川荘吾

面積200m`でトレーニングの有効而欄

180,fと、滋賀県の競技活動の拠点と

して今後の有効活用が待たれる。

平成Ｇ年

酪IIli斯校から日本体育大学に巡学した

鎚川:彰典が、４月のジュニア余Ｈ本７６

kg級を大会新記録で制し、Iiil年の会Ⅱ

本では83kg級４位に入賞する活珊ぶり

３月の今凶商校選抜大会(千葉県)にお

いて同校の吉原嫡幸が兄耶に100kg級

優勝の栄觜に輝いた。安曇川商校にと

っては、初の今回優勝の快挙であっ

た。

平成５年

２月に、婆錘川iii枚に統き堅miiii枝に

も待望の新練習鵬が完成した。延べ床

TＩＩ
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率京都府
歴代会長

初代竹上藤次郎（Hg和15年～）

第２代谷本昌平（昭和18年～）

箙３代河合正史（昭和23年一）

第４代井上昭治（昭和46年～）

第５代清水武男（昭和61年～）

第６代佐々木巌（平成元年～）

第７代新居田耕＝（平成６年～）
事務局〒611京部府宇治市宇治矢落34-2ユニライフ宇治Ⅱ1304号

柏木佳久TELO75-672-6788

<沿革＞ こうして峨争I､:iiliのｲi安定を１W笏の

'１１，〕i《ＩＨＩウエイトリフティング協会を

iil上京したのである。

〈年次別I既況＞

昭和15年

lIllWi1Ii:11t栄協会(爪郁ウエイトリフテ

ィング協会のIiij身)を批立する。

昭和21年

第１('１Ⅱj１体ウエイトリフティング競技

を)j(IIMiのlUIII公[M汗楽蟻においてUII

I1iiした。姉１１mⅡH1体では、行本ハ平(２

代Ｕ公1ｔ)がＭ級で優勝｡Ｆ級において

ＭＩＩ添雄がｌＩｌ１優勝．１１]川が第３(l〔に

人徹した。

昭和40年

姉地I令11本社会人選手柿で、Ｂ級新

ｌｉＩＩⅢ耕三(iiH槻IljM､学校･教)がＴ

277.5kgで５{l[人徹。また、ＬＨ級ﾂ|:I2

ll/{in(Ⅱ新61h機)がT315kgで６位人,11〔･

昭和41年

第31111余11本社会人巡f･柵で、Ｂ級祈

I`Il1I1耕三(iWilMlI1J池j､学校･教)がＴ

272.5kgで６位人質。

昭和42年

第３１１１l近畿+l:公人避手柵入会で、ル(柵

府がll1NEllIRでWl優勝する。

昭和43年

鰯５１m1分Ⅱ本社会人巡乎１mで、Ｂ級佐

野保(Ｈ１名製作所)がT265kgで６位入

賞。Ｆｃ級米lⅡ久雄(三符仲銅)がT332

5kgで３位入徹｡Ｌ級では､illj東三郎(束

ilflU波)がT335kgで４位人賞を来たし

た。

昭和44年

第241ⅡⅡH1体で､Ｆ級ihi橋泄-.U1il`ど+I:大

'0脚がＴ272.5kgで８位入賞。Ｆｅ級米、

久雄(三梓仲銅)がＴ342.5kgで４位人

償をし、ル(M1としては久しぶりの好成

紬となった。

第６１１１１灸Ⅱ本社公人逆fIliiでも、Ｆｃ級

米}Ⅱ久LIt(二芥ⅡIfH)がT3I5kgで５位

人賞。

第５１mI近畿社会人選手MH大会をﾙ(liilIh

のIKiH(槻体育館で111111M．京mWfはiIk優

勝した。

昭和45年

第７、全ｕ本社会人選手権で、ＬＨ級

大森康正(京都市消防局)がＴ370kgで

６位人賞。

第６回近畿社会人避乎椎大会で、京都

府がN１体Iimで優勝する。１１６１入職におい

ても、２階級優勝、４階級nk優勝、３

階級３位という好成績であった。

昭和46年

節８m全Ⅱ本社会人選手権で、Ｆｅ級米

田久雄(三谷伸銅)がT345kgで６位入

Ｔｌ･

第７ｌ１１１近畿社会人逆手１１N人公で、京都

府が団体ＩＩｌＬで11'1優勝した。

昭和47年

第９、全11本社会人選手権で、Ｆｅ級米

川久雄(三谷伸銅)がT335kgで３位､|同１

級lU水－１Ｅ(ユニチカ宇桁)がＴ317.5

kgで６({[入賞。Ｍ級梅来三,１１(Ⅱ本芯

池)がT360kgで６位入徹。ＬＨ級大撚

服正(町(都iIiiW防局>がＴ382.5kgで６

１ｌｘ入賞。出場４選乎がすべて入賞とい

う好成績を残した。

第８ﾛ近畿社会人選手椀大会で、京都

府が１１１作戦で地優勝した。

昭和48年

第１０１１１１全１１本社会人避乎ｲliiで、ＬＨ級

佐々本人(Ｈ本髄池)がT260kgで５位

入賞し、同逆手は実業卜11選手権でも優

勝。また、ＭＨ級で出場の大森康正(京

祁巾iFj防KTi）も、T260kgで５位に入賞

した。

昭和49年

第IOU分n本社会人選手椀で、ＭＨ級

でH1鳩した大樺唯正(京都巾消防局)が

T265kgで４位に入賞した。

昭和52年

鰯32回|却体で､成年90kg級_上、笠(城Im

11Ⅱ苑興業)がＴ277.5kgで６位に入賞し

た。また、成年100kg級では、大橡順正

()武部iIiil0l防局)がT260kgで５位入賞

を来たした。

昭和53年

第33m国体で、成年100kg級大森康正

醤会創立以前

昭和14年７Hに安蝋熊夫氏を』i(冊に

コーチとして棚き、jRlil(挙げの手ほど

きを受ける。多くの犬?､ﾄﾞを俳つＪ１(脇で

は、111時、iHjlt糸げを太り族スポーツと

して位置づけ、その光FIIを切って、志

+l:大学にⅢ最挙部が役澗(現在は休部

j1j)され、活動を始める。

協会創立に至る経緯

昭\ⅡＩ５Ｗｆ、）l(都駅Iiljにあったステ

ーションホテルにおいて、三lbjIuPルト

爵をお迎えし、ｷﾐに同志社大,､rbの.､r:鞭

を`１，心として関西jlt賦挙協会を結成し

た。そして、初代会焚は当時の京都府

商工会議所の会ljnであった竹｣を藤次

Hljo後に、このUWijjli(lit柴協会が〕j(ill

ウエイトリフティング協会のiii身とな

る。その後､１１鯛11611：大叫〔iIIilIlMD<太6V

洋戦争)が勃発し、京lill府体ｆｉ協会の組

織改変がおこなわれ、Ⅲ技部会がmjlK求

される。jlh技部会とは、レスリング、

ボクシング、jItjit挙げの三つを谷わせ

た競技州体である。そして、この爪技

部会の初代企及として、また、ル(ｌ１ｌＩウ

エイトリフティングM1会の節２代１１の

分艮ともなる谷本昌乎が就任した。そ

の当時のことを谷本会１tが次のように

書いている。

「jKfit挙げは橘称が卯ましいにもか

かわらず、災まってくるのはやせぼっ

ちばかりで、体frl7巡のⅡｻﾞなどは恥ず

かしいくらいで、わたし(杼本)一人が

肥った体をして一応面しIを保っていた

が、それにはやせた者がiIHIt挙げをや

って肥りたいから入会したのが多く、

やむを得ない次姉であった．ＩｌｌＷ卜末期

には、やせてヒヲロヒョロした冊に５０

kgの仮飛しなどを敬えてくれと11(人公

から頼まれたが、２合１勺のlid給米で

は）H1をlIhすのもしんどかつたのでiilt一

人挙げられる者はいなかった。」（谷本

昌平）
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(京都市消防崎)がＴ267.5kgで４仙人

賞を果たした。

昭和54年

第34Iullfl体で､成年90kg級_上田登(城南

１１１１発興業)がＴ282.5kgで７位に入賞し

た。

昭和56年

京都両洋商校に京都府初のウエイトリ

フティング部が波風された。

昭和57年

京祁府から掛施町へ節43回１N体(〕j(ＩＩＢ

国体)ウエイトリフティング競技の１１１１

腋要鋼。

昭和58年

第43m国体(京都１，１体)勝施町地備委且

会設立。

昭和59年

節431,1叫体(]KlfII1副仲>ウエイトリフテ

ィング競技の岩施nJIlIlImが内定。

昭和60年

第43回[却体(京都国体)ウエイトリフテ

ィング飯技の滑滝町IlIlllIijIH式決定。

昭和61年

第43回同体(京都団体)ウエイトリフテ

ィング競技岩沌町爽ｉｆ委乢会般立。

第４lImIlHI体で､82.5kg級西川智之(西宇

ｉｎ商校)がＴ242.5kgで３位入賞。

京都府内２枚目として水駈高校(現在

は､海洋商校)にウエイトリフティング

部を設問。

京都府商体迎にウエイトリフティング

堺''１部が加盟/ｉｔ蝿された。

昭和８２年

京都|剛体のリハーサル大会として近畿

社会人避手樅を溝施町で実施した。

全国に先駆け女子の強化に取り組んだ

京都は、Ⅱ本大学農欺1斑学部蝋沢校舎

でおこなわれた節１１１il剥剛女子巡乎柵

大会において､52kgilWi材ひろみ(西城

隅簡校)、５６kgi9MMW三茶(城Ihini杖)、

60kg級111)Iliir共(桃山問校>が優勝､67.

5級安宅あかれ(城南商校>が地優勝し

た。この試合の結果、優勝をした３名

は、アメリカのフロリダで実施された

節１回lIt9lL女子避乎柵大会のn本代表

として川｣鮒。

節24回全Ⅱ本社会人蛾鋪15何余日本実

業団班第５Iiol余Ｕ本マスターズ選手柵

大会を京都府粁iHZ町で1ＩIＩ催。ｌｉｊｌ時に京

都国体記念杯女子ウエイトリフティン

グ競技大会を１Ｗ附した。

)式部同体記念杯女子大会で、５２kg級械

村ひろみ(西城ﾄﾞﾙNi１校>が優勝、５６kg級

mfW三茶(城INH)i枚)が優勝、６０kg級山

川直美(桃IlliWi杖)が優勝、67.5kg級安

宅あかれ(城南商校)が優勝する。

金川揃校総体で､82.5kg級西川智之(西

I騨議ｉｍｊＷＨｉｌ:!;ｌｉｌＮ

昭和83年京都国体、京都府週手団

宇治高校)がT290kgで優勝。

京都府内３枚目として西宇治商校にウ

エイトリフティング部を設置。

昭和63年

節43Ｍ同体(京都[則体)ウエイトリフテ

ィング瞳技IlIIlH(与謝郡冶施町沿施町

立体育館他)。

京都国体での主な成績は､少年100kg級

安田英樹(西宇治高校)がT280kgで優

勝、成年60kg級竹、貢(京都府体ｆｉＭＩ

会)がＴ267.5kgで地優勝、成年82.5ｋｇ

級西11l浩司(iLi宇治ini枚･教)がT315kg

で優勝､成年90kg級阿川智之(Ⅱ本体が

大学>がＴ292.5kgで優勝､＋110kg級1m

川稚司(１１本電池)がT305kgで４位に

入賞、団体では成年の部が優勝、総合

で４位で初の入賞を果たした。

この京都国体で、iHiIIIと安川のIlili妬優

勝やiHiI11の３年迎統１１１１体優勝など地元

の大会として実りの多い大会であっ

た。

第９回全日本ジュニア選手柵で、９０ｋｇ

級西川智之(日本体育大学)が、２位に

入賞。

第２回全l玉l女子選手柚で、５２kg級械村

ひろみ(ロ本体ff大学)がＳ65kg(Ⅱ本

新腿録)、Ｊ８０kg(１１本新M2鉢)、Ｔ145

kg(日本新記録)で優勝、５６kg級魚留三

奈(京都文教短大)がＳ65kg(日本新艇

録lJ80kg(日本新記録)、Ｔ145kg(n

本新紀鉢)で優勝、５６kg級山川直美(Ⅱ

本体行大学)がＴ137.5kgでW(優勝、６０

kg級安Illih:子(西宇ifiiiii桟)がＳ60ｋｇ

(11本新記録)、Ｊ77.5kg(ﾛ本所HuAkL

T137,5kg(ｎ本新記録)で商校生なが

ら優勝､675kg級阿部知子(ユニチカ宇

治)がＴ127.5kgで準優勝した。

1iY2011jlアジア過手椛で、９０kg級に西川

秤と(日本体育大学)がH1場。

第481''1余n本避手権で、６０kg級竹田貢

(京IfllMf体行協会)がＴ267.5kg､825ｋｇ

級WiIII浩而I(iHiLi各ｉｎ商校･敬)がT315kg

で共に地優勝。

全EMi核総体で、100kg級安、英樹(西

宇治商校)がT280kgで優勝。

第251i'１全日本社会人選手権で、67.5ｋｇ

級竹111颪(京郁府体育協会)がT285kg

で優勝、９０kg級西11l浩司(西宇治滿校・

戦)がT315kgで二人jIiに優勝を飾っ

た。

鰯16回会１１本爽堆刷避手揃で､100kg級

－１定Illrt(城南１１１１発興業)がT260kgで準

優勝､＋110kg級糾川稚而I(Ⅱ本電池)が

T305kgで優勝。

姉６m企11本マスターズ巡乎柵で､loo

k9級大森川(1);(〃(IfIlUliil1防川))が優勝、

淌水武夫(ステーキハウス次郎)がｷﾘ（優

勝した。

'ままなす囚体起念杯女子大会で、５２ｋｇ

級植村ひろみ(Ｕ本体育大学)がＴ137.

5kgで優勝、５６kg級魚翻三余(京都文教

触人>がT140kgで優１１#、111川iiK葵がＴ

ｌ37.5kHで叩Ｉ優勝｡また､冊校生の部で、

60kg級安宅あかれ(城Ih高校)がＴｌ４０

kg(１１本WiilL録)で兄PIi優勝した。

IIIl1jk好大会には､京都から竹田貢(京

111府体育協会)､西山浩司(西宇治高校・

敬)､IKilIlW之(Ⅱ本体fi大学)の３橘が

【1本代災に避ばれ１１MルしiiF翻した。

鰯２１iTIllt界久子避乎樅大会で、５２kg級

械材ひろみ（n本体育大学)がT140kg

で５１k入賞､56kg級魚留三祭(京都文教

緬大>がＴｌ45kgで５位人賞、また、Ｊ

は85kgでⅡ本の女子ウエイトリフテイ

1２１



平成３年

第１２回全n本ジュニア選手権で､100ｋｇ

級安田英樹(Ｕ本大学)がT315kgで優

勝。

第171,1ジュニア１１t界避手柵に､100kg級

安川英勘(Ｈ本大学)が日本代表として

Ｉｌｌｊ鋤。

第９回全日本マスターズ選手権で75ｋｇ

級佐々木巌(日新電機)が噸優勝､100ｋｇ

級大森康正(京都市消防局)がT235kg

で優勝。

姉５回全側女子選手柵で、４４kg級斎蝋

さと其(城南商校)がＴ132.5kgで優勝、

52kg級では植村ひろみ（11本体育大

学>、Illjll直美(日本体育大学)、楠本康

乃(城南商校)が、金、銀、銅を独占、

60kg級も阿部知子(ユニチカ宇治)、安

田06Ｈｚ(ロ本体ff大学)､安宅あかれ(日

本体fi大学)が金、銀、鍋を独占し、京

おんなの力を見せつけた。

第511m今日本選手権で、９０kg級西川智

之(日本体育大学)がT320kgで準優勝、

100kg級安田英樹(日本大学)が３位に

入賞した。

第４ﾛアジア女子遇手術に52kg級楠本

旗乃(城i付商校>､60kg級に渋、in:子(１１

本体育大学)､阿部知子(ユニチカ宇拍〉

が出塒し､67.5kg級安宅あかれ(ロ本体

育大学)がT165kgで３位に入賞した。

第５回世界女子選手権で、４４kg級斎藤

ざと美(城南商校)が４位入賞、５２kg級

ｌｉｄ材ひろみ(１１本体f『大学)がＴ167.5

kgで銅メダル腱１１卜、同じく52kg級111川

I｡:美(Ⅱ本体育大学)が出塒。

第461且Ⅱ却体で､90kg級西川智之(日本体

育大学)がT325kgで優勝。

第28回余日本社会人選手権で、67.5ｋｇ

級竹川貢(京梛府体育協会)がT290kg

で兄DII優勝。

べにはなl叫体紀念杯女子大会で、５６ｋｇ

級植村ひろみ(１１本体育大学)がＪ１００

kg(日本新記録)、Ｔ177.5kg(日本新記

録)で優勝、６０kg級安田直子(ロ本体育

大学)がＪ98kg(日本新紀鈍LT175kg

（Ⅱ本新組鈍)を成功させたが、体jR錐

で愉しくも抑{優勝、67.5kg級安宅あか

れ(Ⅱ本体行大学)がT160kgで優勝し

た。

平成４年

第７ITI全国高校選抜大会で、67.5kg級

淌水H1(西宇治商校)がT235kgで準優

勝する。

第24回アジア選手樅大会で、９０kg級西

川智之(戒祁府体fiMl会)が４位入賞。

第６、全国女二Jz選手椎大会で、４８kg級

斎謹さと美山本体行大学)がＳ67.5ｋｇ

（Ｈ本新記録)、Ｊ85kg(Ｕ本新記録)、

平成５年、館25回アジア迎手相大会、西川ﾛ之遡手が金メダル硬得

ング界初の銅メダルに卸く゜５６kg級山

川直美(11本体育大学)６８位入賞と健

闘を見せた。

平成元年

第４１１１１企lHIiiii核避抜大会で､100kg級安

[Ⅱ英樹(1W下沿,Wi枕)がT285kgで優勝

をした。

全Ifl尚佼総体で、100kg級安田英棚(ILi

宇治高校)がＴ287.5kgで優勝。

第441皿１回体で､成年90kg級西lIIiIli可(illi

字ifi商佼･教)がT320kgで優勝JnPlHK1

体４１U剛をjN;たす。また、少fli100kg級

安、災ljil(iHi半ifii舟佼)もT285kgで優

勝、’五１体２述靭を逮成。lxiIII、安'１１両

選乎は京都国体に続くＭ叩アベック優

勝を成し遂げた。

京hIl府1人１１校ロとして鳥羽in１校にウエ

イトリフティング部を彼慨。

平成２年

Ⅱ１１１友好太公に90kg級ＷｉｌＩｌＷと([】本

体fi大学)がⅡ本代衣でＷ州。

第11回余日本ジュニア選手樅で､100ｋｇ

級安、英樹(日本大学)がT300kgで優

勝した。

第４１１１１全[Ｆ１女ｆ逆手llii大会で、４４kg級

斎鯉さと〕(I(城ili1Wi枚>がS60kH(１１本

新ild鰍)、Ｊ８０kg(Ⅱ本新'１０鰍)、Ｔ140

kg(日本新妃鰍)で商佼LISながらjmLJII優

勝した。また、４８kg級蝿j吟佐知子(城南

商校)が準優勝、５２kg級植村ひろみ(Ⅱ

木体育大学)がＳ75kg(Ｈ本新iid鮎)、Ｊ

90kg(Ⅱ本所腿鰍)．Ｔｌ65kg(１１本Wfild

鰍)で優勝、５６kg級ⅡI川、(L(11本体f『

大学)がW1優勝､１Wi本1k乃(城i鍬i枚)が

３位、６０kg級安宅あかれ(11本体行大

学)がT155kgで優勝､没111m〔子(西宇治

高校>が準優勝と京都鯵がＭ〔を独Iｌｉ

する人公となった。

第４何１Ｍ界女子遇手術大会で、４４kg級

斎聴さと災(城IIIilH核)がT140kgで銀

メダルをMiil1卜､52kg級械材ひろみ(Ⅱ本

体f『人.､ｉｆ?)がＴ167.5kgでl1ilじく銀メダ

ル、５６kg級111川in:災(Ⅱ本体fi火．､御も

{Iリルということで〕i(ｉｉｉの女子が１１t界の

梢舞台で析跳を逆げた。

令凶iWi核総体で、100kg級横田達士(四

半ihiiH枚)がT260kgでfIA優勝。

節IIIiDlアジア大会で、４４kg級斎蝋さと

〕(L(城iliIlii技>がTM5kgで銀メダルＩ世

１１卜、４８kK級｣bj9佐知－１A(城Iij11m枚)６６

位人`H【、６０kg級阿部知‐ハユニチかir

ifi)と、安{Ⅱin:『･(Ｗ二i当ifiii)i校)はT160

kgでIiililu鍬体爪錐となり、アジアの鉾

台でH(lflIIiil｣:のIIuいをくりひろげ、６

位、７位と他Ｍ１を兄せた。

第451ⅡⅡＨ１体で､90kg級illi川糊と([I本体

Yrﾉ畔!)がＴ322.5kgで優勝。

第271u|余11本+{:公人遮乎Nilで､100kg級

+(l水仕久(,iB羽,１M校･教)がＴ275kgでⅢ（

優勝。

第ｌ８１Ｉｌ分Ⅱ本爽刺､Ⅱ避手IIiiで､100kg級

｣:lI1此(城i何Ⅲ１発興業)がT255kgで優

勝。

布川llKl体,1u念林久一f大会で、５６kg級111

川ｉｆI:災(Ⅱ本体ｆｉ大学)がＴｌ55kgで優

勝、６０kg級安宅あかれ(１１本体育大学）

がＴｌ55kgで優勝を飾る。商校生の部

で、４８kg級斎蝋さと其(城Ifj商佼)がＴ

ｌ40kgで蝿勝優勝、５２kg級脇｣》佐従117．

(城1吋溺校)がT130kgで優勝､56kg級楠

本LIU）(城I鍬i枕)がT150kRで61A優勝、

60kg級友IlliiI:-ｒ(ilH．i･:ifliili佼>がT165

kgで優勝と商校久7.の１１t界では京liiBに

敵なしというよう＊時代であった。
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ドシップトーナメントに99kg級西川智

之(京都府体育協会)が出場、女子50ｋｇ

級に斎藤ざと美(日本体育大学)が３位

に入賞した。

第54111|令Ⅱ本避乎Iiiで、７０kg級竹lIIIi：

(鳥羽商佼･職)がT285kgで蝉優勝、７６

kg級影山博文(111:命館大!,瀧･職)がT290

kgで準優勝､99kg級西川智之(京都府体

育協会)がT335kgで見邪優勝。

第８回金岡次子遇乎椛で、４６kg級斎瀧

さと美(I】本体行人`､1A)がT140kgで優

勝、＋83kg級でijiIi雛V栄(力Ⅱ悦祥ini核）

が３位人賞。

広島県で行われた第１２回アジア大会

で､女子46kg級斎藤さと美(Ｈ本体育大

学)､99kg級西川智之(京都府体育協会）

が出場しiiliMlKをした。

第49111Ⅱ｣1体で、７０kH級竹|Ⅱ文(鳥羽ini

核･職)がJl65kgで優勝､99kg級iJlilII秤

之(京都府体fi協会)がＴ332.5kgでＷ１

優勝。

第311,1余日本社会人選手権で、７６kg級

影山博文(虻命館大学･職)がＴ2925ｋｇ

(大会新n.鍬)で優勝､108kg級西川碑と

(〕j('''1府体fli協会)がT335kgで優勝を

iiij-)た。

禍向凶作iid念杯女子大会で、６４kg級lII

LI晴美(加悦谷荷校)が３位、７０kg級藤

原広実(加悦谷商校)が３位、８３kg級前

澤智栄(加悦行商被)が優勝と加悦谷高

校勢の活珊が｢}立った。

平成７年

第lolul会lI4iiH神`､j片佼選抜大会をjidfIlW

lullHI｢lilul助ITh氏作fli鮒で開１１M.第１lnI

uil体、ｌ到体２巡目のトップとなった第

４３回国体につぐ全１１本規模の大会であ

ったが、Ⅱ本協会、全国研体述、また、

兵Ⅱ〔Ⅲ協会をはじめとする近畿の各協

会のＩＪＩ]Mﾄﾉjと分111什地よりお迎えした

ハイレベルの多くの,Wi校化により、Ｍｆ

大を大会となった。

京都勢の成績は､99kg級中江孝行(加悦

谷高校)が１年生ながらも５位人質を

果たした。また、女7.64kg級山nllll美

（jII悦行而校)が優勝、火f76kg級鵬原

広災(加悦杼,Wi佼)が２位と1MＭＨした。

節551,1今Ⅱ本避手椛で、９９kg紙Illjjll籾

と(川辺高校･教)がT335kgでMk優勝し

た。

第９１，１余Ｎ女子選手椎で、５０kg級斎藤

さと災（11本体f『大学)がＴ137.5kgで

３位、７６kg級滕ｌｉ〔広,ﾉﾐ(hⅡ悦杼ｉｉｉ佼)が

T160kgで３位、８３kg級IiiiiW1W栄(jX命

館人,､l:！)がT145kgで３仙人徹した。

全国間核総体で､70kg級渋谷公二(西宇

治商校)がＴ237.5kgで優勝。

第50回|却民体育大会で、７６kg級影111博

之(京都府体育協会)がＴ352.5kgで京

都府初のアジアの金メダリストとなっ

た。

第１何〕l〔アジア大分で､108kg級IllijIlW

z(求都府体育協会)がＴ342.5kgで地

優勝した。

第７Ⅱ全国女子選手樅で、４６kg級斎藤

ざと美(日本体育大学)がＴ152.5kgで

優勝、５０kg級安田戒子(日本体育大学）

がT150kgで優勝、５４kg級植村ひろみ

(京都府体育M1会)がＴ162.5kgで優勝、

64kg級安宅あかれ(Ⅱ本体fii大学)がT

170kgで噸優勝した。

1993ジャパンインターナショナルフレ

ンドシップに男子99kg級西川智之(京

都府体育協会)､女子46kg級斎藤さと美

（日本体育大学)が出場、５４kg級植村ひ

ろみ(京祁府体f『協会)がＴｌ70kgで兄

11Ｆ優勝した。

第53回余11本選手Wiiで、９９kg級西川智

之(京都府体育協会)がT340kgで優勝、

同じく安、英樹(11本大学)が準優勝し

た。

第48回国体で、７０kg級竹、颪(,(し羽iWj

枚･職)がT295kgで優勝、108kg級IHi1Il

↑Vと(〕;(ill府体育協会)がＴ360kg<11本

新記録)で優勝した。

第65回世界選乎権で、９９kg級西川智之

(京都府体育協会)が出場した。

第７回111:界女子選手権で、４６kg級斎藤

さと災(日本体育大学)がＴ147.5kgで

３位、５０kg級変ⅢIlI:~f(Ⅱ本体ff人`､;:）

が出場した。

第３OII1l会日本社会人遇手惟で、７０kg級

竹田貢(鳥羽高校･職)がT295kgで優

勝､76kg級影IⅡ博文(立命館大学･職)が

Ｔ282.5kgで準優勝した。

jinlm全Ⅱ本マスターズ選手樅で、７６

ｋｇ級佐々木Mlt(Ｈ所エンジニアリング）

がＴ157.5kgで優勝した。

わかしゃち同体組念杯女子大会で、５９

kg級安宅あかれ(ロ本体行大学)がＴ

157.5kgで優勝､高校生の部で､５４kg級

瑞井はるみ(加悦谷商校)がＴｌ25kgで

３位、７０kg級I11nIIIV美(加悦谷iwi桟)が

Ｔ122.5kgでW1優勝､＋83kg級iii瀞判栄

（加悦谷ini核>がＴ142.5kgで優勝した。

京都府内５校目の学校として、加悦谷

高校にウエイトリフティング部を設

置。

平成６牢

乎Ｉ此７年皮の鋪l0lml余lX1iiH輔学校巡11（

大会の)i(郁府|)IIIIiが決定される。

第９１２１分|卸商校避抜で、＋83kg級Iili郡

智栄(加悦谷満校)がＴ152.5kg(商校斬

記録>で優勝した。

1994ソウルインターナショナルフレン

Ｔ152.5kg川本新記録)で優勝､52kg級

植村ひろみ(京都府体育協会)がT165

kgで優勝､60kg級安田面子(Ｈ本体育大

学)がT170kgで優勝、ｌｎＩじく阿部知子

(ﾙ(都シティースポーツ)がⅡ11優勝､67.

5kg級安宅あかれ(日本体育大学)がⅢ旧

優勝した．

第６回世界女子選手権大会で、４８kg級

斎藤さと美(日本体育大学)が６位入

賞、５２kg級植村ひろみ(京都府体育協

会)が５位人質｡また､60kg級安mih:子、

阿部知子()iWflIシティースポーツ)､67.

5kg級安宅あかれ(Ⅱ本体行大学)が｛１１

場し健闘した。

第５２回全ｎ本選手権で、67.5kg級竹田

貢(京都府体育協会)がＴ282.5kgで優

勝､100kg級西川智之(京都府体育協会）

がT335kgで優勝、Iiilじく安田英樹(Ｈ

本人学)がT330kgでlV1優勝した。

全国問校総体で､67.5kg級沿水ｕ(ILi宇

稔高校)がT235kgで３位入賞。

19921仕界マスターズ選手権で､100kg級

大森康正(京都巾消防局)がＴ245kgで

３位入賞。

第47lml]iⅡ１Kで、少年の部56kg級lIlIhliIm

可(海洋iWi核)がＪ117.5kgで柧月別優

勝｡成年の部67.5kg級竹田覚(京都府体

育協会)がＴ287.5kgで３位､100kg級西

川智之(京都府体育協会)がＴ347.5ｋｇ

で優勝、その他､少年のjWl:伸行(鳥羽

商校>、iff水閣(i〉li宇治商校)、成年の西

111淵iil(i)【i宇始iWj枝･教)、淡[Ⅱ災IHI(１Ｊ

本人P股)が全且、１１卜点を爪ね、ロ1体総合

準優勝という過去jIlniiiの成績を収め

た。

第29回全日本社会人選手権で、67.5ｋｇ

級竹田貢(京都府体育協会)がT295kg

の好成織で優勝､90kg級西１１１浩IiI(iii字

ifiiili校・紋)がT295kgで地優勝、１００ｋｇ

級Ilti川稗と(京都府Ⅱ慮育協会)がＴ357.

5kgで優勝した。

第10回全日本マスターズ選手権で､82.

5kg級佐々木大(１１木地池)がＴ197.5ｋｇ

で優勝した。

jlqlqm[､1体iid念杯女子大会で、４８kg級

斎i臘さと災(Ⅱ本体fr大学)がT155kg

で優勝､52kg繊械材ひろみ(東郷府体育

協会)がT165kgで優勝、５６kg級安、直

子(Ｕ本体行大学)が準優勝、67.5kg級

安宅あかれ(日本体育大学)が準優勝し

た。

鰯５ｍアジア久子避乎柿で、４８kg級斎

蝋さと災(Ⅱ本体fi大学)が３位入賞、

52kg級植村ひろみ(Will府体育協会)が

５位に入賞した。

平成５年

第25回アジア選手権で､108kg級西川稗

1２３



文(立命館大学･職)がT280kgで４位、

99kg級西川智之(、辺商校･教>がＴ

322.5kgで３位、７０kg級波線公二(酉宇

治iHi被)がT240kgで３位、９９kg級CI1il：

孝行(加悦行刑１５校)がT265kgで３位入

賞した。

第32lUjI全11本社会人巡乎柵で、７０kg級

竹田貢(鳥羽高校･職)がT270kgで優

勝､99kg級西川智之(、辺高校･教)がＴ

312.5kgで準優勝､団体戦でも、みやニ

クラプが初１１M山で３位人賞という快鵬

を成し逆げた。

第13回分日本マスターズ選手柵で、９９

kg級大森順正(京都市Wl防１画i)がＴ２1０

ひろしま川体ilU念杯女子大会で、４６ｋｇ

級斎蝋さと笑(、本体行大学)がＴ142.

5kgで優勝、７６kg級iiij涌榊栄(立命館大

2,1曲)がT145kgで抑（優勝､商校の部でも、

46kg級M2田klIq1(加悦杼iii枚)がT125

kgで優勝、６４kg級Illn附英(加悦符弼

校)がT150kgで優勝、７０kg級蝉脱広爽

(加悦谷商校)がＴ167.5kgのⅡ本高校

新ｌｉｄ鰍で優勝、７６kg級辻美帆(鳥羽高

校)がＴｌ45kgで１１k優勝し、Ⅱ本商校女

子界でＷｉｌｌのﾉ｣を兄せつけた。

平成９年度余IHI商報学校総合体育大会

の〕i(椰府１府'１t独l#I(UiがjE式決定。ウ

エイトリフティング競技会岨は与謝郡

ZfIlI川町の加悦行商枚体育館となる。

７月には野、川町･加悦町に準備委員

会が設立された。

〈刃副役員＞

会腿新居田耕＝

Ｂｉｌｌ会1ｔ西垣道佐々木大

田遥知隆佐野保

理事健西垣道(副会長兼任）

西垣道佐々木大

田遥知隆佐野保

西垣道(副会長兼任）

出岡道夫安田日出樹

岩田幸一吉田三郎

上田豊上田貢

金子剛久西山浩司

柏木佳久倉浩作

辻洞雅観木良介

事理

kgで優勝。 竹田 貢前田武志
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